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＜連絡事項＞

· 委員会の編成、設置要項に関して一部変更あり。各自確認しておく事。

· 6/7までに経過連絡票を作成する事。

（デイケアは下舘S.G.M、デイナイトケア・ナイトケアは中居J.G.Mが確認）

＜外来情報＞

· 森田　清助様　～5/31（木）草刈のバイトを行ったあとに、腰の痛みがあったが現在は治ったとの　　

事。

· 我満　奈津紀様～先週、相談していた眠気がとれたと話し、今回に限り２週間分の処方されている。

ジャスコに映画を見に行くと話す。

· 上川原　豊様～　本人から6/2（金）から鼻水、寒気があると訴えがあり。PL顆粒、レスプレン

が処方となり、次週、受診予定。

· 晴山　美智子様～本人から「今週で青山荘とか施設に入って仕事をやめる。ダイエットしたい」と　　

主治医に相談している。将来的に１人暮らしで独立したいと話していたとの事。本日、採血を実施。6月6日（水）15：30～、旧デイケア室にて、両親・本人・担当医・青明舎・デイケア・外来・青山荘・PSWでケア会議実施予定。

· 木村　誠様～　先週、当院退院。病名：アルコール依存症（糖尿病を合併）。退院後はデイケア利　

用を検討中。6/13（水）外来初診との事。

· 飯豊　真澄様～21歳、アルコール依存症の方。5月30日当院初受診しており、入院予約としてい　　　

た。6月4日（月）当院受診し、東病棟Dユニットへ入院となる。3ヶ月間のアルコール依存症治療プログラム導入予定である。

· 八木橋 牧男様～ナイトケア通所中の方。本日(6月4日)上司（橋本氏）より連絡があり、昨日本人　　

が1升ほど飲酒して、酒気帯び状態で出勤したとの事。本日は出勤させず、自宅に帰したとの事。

・市ヶ関勉様～43歳、アルコール依存症の方。平成10年9月26日当院初診して、平成12年11月24日まで外来通院・カウンセリングを行っていた。以降、精神科病院への受診歴はない。飲酒にまつわる問題行動（自傷他害行為など）があり、本日母親が相談の為来院。本人受診を促し、受診が困難な場合などは保健所などへ相談に行くよう促した。

＜外来社会保障関係＞担当：末政・下平

· 田中静子様～自立支援医療費更新手続き：次回印鑑を持参するよう伝える。

· 福士てつ子様～自立支援医療費更新手続き：次回印鑑を持参するよう伝える。

· 田中正士様、稲垣フキ様、小野寺ノリ様、小向武雄様

～自立支援医療費更新手続き：医師に診断書作成依頼を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜利用者様情報＞
· 田中　正士様　～本日、デイナイトケアに通所する際、石段の所で転倒したと本人に付き添いを

行っていた青風荘の職員から情報提供あり。外傷はないとの事。

→経過観察し青風荘に情報提供する。

・長瀬　紘一郎様～デイケアメンバーが本人の家に行き、大掃除をおこなってきたと他メンバーから　

スタッフに話がある。自室はかなり汚く、清掃された様子がなかったとのこと。またデイケアメンバーと衣料品店に買物に行き、２着の衣類の購入を行ったとのこと。

→関係機関と連携を取り、本人の生活状況の確認を行う。

· 其田　淑子様　～本人から下顎部に腫脹があると訴えがあり。Nsが確認すると特に異常みられな

い。本人へ心配なようなら主治医に相談するよう伝えている。

→カルテに記載し、情報提供を行っていく。

· 中村　与一郎様～6/1（金）に通所リハビリテーションの新棟を見学した後より、徐々に表情の硬　

さ見られる。本人からスタッフに「環境の変化に弱いし、朝起きられない。小

人は見えないけど、気配を感じる。自分でどうしょうもない時小人に助けを求めた方が良いのか」と相談を行っている。何か不安や相談がある場合には、主治医やスタッフに相談するよう伝えている。

6/4（月）「小人は呼んだけど、返事がないし、でてこなかった」と話す。何かあった場合には、再度、主治医やスタッフに相談を行うように伝えている。本日は特に表情の硬さ等は見られず、表情良くプログラムに参加している。

→6/1（金）にカルテに記載を行い、外来に情報提供を行っている。

· 小笠原　富治様～本日より、服薬がスタッフ確認（服薬を確認し、スタッフがカードに捺印を行う

形）から自己管理になるとのこと。昼食後薬に関しては、本人からスタッフが預かる形となり、夕食は自己管理し、夕食後レストランで服用することになっている。

· 横山　耕生様　～デイケアプログラムが始まる前に、相談したいことがあると話し、デイナイトケ　

アのスタッフに相談を行っている。相談内容は、「今日、デイケアに来るか逃げるか迷った。逃げて三沢に帰りたいと思ったけど髪を切ったから見せようと思って来た」と話す。同様の訴えを様々なスタッフにしている。

　　　　　　　　　　＜青山荘・外来からの情報提供＞

6/1（金）にスタッフに相談なく外来に受診の予約をしている。理由について「眠れないことが辛く、ジプレキサを増薬してもらおうと思った」と話す。本人から最近の平均睡眠時間は4時間で、日中の眠気や幻聴が多くデイケアに行けないと話しがあったとの事。その為、就床前薬が変更となり頓服で睡眠薬が４日分、処方されたとの事。本人からジプレキサの増薬の希望があったが、精神科用薬の変更については主治医に相談する必要があることを外来で説明されたとの事。

· 清川　厚子様　～本人から「なぜここにいるのかわからない」と担当スタッフに話し掛けている。

担当スタッフがデイケアに通所する目的を本人と確認しており、その後は訴えもなく、表情良くプログラムに参加されている。

＜通所リハビリテーションの新棟について＞

〇新棟へ移動

・6/11（月）　青陽館へ移動予定。

〇環境整備について

・備品の整理・確認、備品台帳の作成を行う。環境整備担当スタッフ中心に作業を進めていく。

　　（作業予定）

備品の整理・確認→今週中

備品台帳→今月中

〇メンバーが使用するロッカーについて

◇ロッカーのプレートの記載について

・案：デイケアはイニシャルまたは番号で割振る。

　　デイナイトケアのメンバーについて名前をプレートに記載する。

◇ロッカーの鍵について

・案：ロッカーの鍵は貴重品を持ってきたメンバーに渡し、従来どおりの鍵の管理を行う。

　　　　　　カギの管理についてキーケースの発注。

　　　※ロッカーのプレートの記載、ロッカーの鍵の管理については再度検討予定。

〇水周りの石鹸の使用について

・案：食堂・トイレに泡で洗うことができるタイプの液体石鹸の容器を設置。

＜対応困難事例＞

清川　厚子様（52）　主：精神遅滞、心因反応　　　合：糖尿病（19単位、間食200kcal/日）

　5/31（木）に他メンバーからデイケアでの清掃を行わないことを指摘されたことに対して、表情を

硬くし、スタッフの声掛けも無視して青山荘へ帰荘。前回の入院の理由として、自分の欲求がとおら

なかったことについて、憤慨し暴言や粗暴行為が見られたことがある。

〇対応例

スタッフが本人と面談を実施。面談当初は掃除について「何も出来ない」「トイレ掃除が嫌だ」と自分の要求だけを話している。スタッフが何度も説明を行い本人のできる掃除を確認し、本人から「拭き掃除ならできる」と話される。デイケアでの清掃は拭き掃除を行うことを本人と確認している。6/4（月）に「なぜここにいるのかわからない」と担当スタッフに話す為、デイケアに通所する目的を本人と確認。デイケアでは、本人が１人で暮らす為に必要なこと（清掃・服薬の自己管理）を訓練する必要があることを伝え、本人も納得している。

〇今後の対応

その都度、本人に何ができるのか確認し、本人の意志を尊重しながら、対応を行っていく。









